
[上] 講座ウェブページに掲載のバナー(発生中の皮下に

おける fibrillin microfibril の特徴的配列)，[左]メキ

シコサラマンダーAmbystoma mexicanum の pitx2 遺伝子

whole mount in situ hybridization 像， [右] ウスバハ

ギ上顎の内外側二重歯列によるユニークな cutting edge 構造 

発生・組織学，口腔解剖学 

〔主な研究テーマ〕 

・ 歯の線維性支持組織の比較組織学 

哺乳類における歯の支持（釘植
gomphosis）を構成する歯根膜線
維系の系譜を探るため，魚類顎歯
の支持に関わる線維の分布・走行
や形態学的特徴を研究している。 

・魚類の顎歯・咽頭歯の比較形態学 

 micro CT を用いた三次元的な
解析によって，魚種の系統関係
とそれらの顎歯及び咽頭歯の形
態や歯の支持構造の多様性の関
係解明に取り組んでいる。 

・ 比較発生学による歯の発生研究 

種々の脊椎動物において，歯の
多様な形態形成に共通する基本
ツールキットを探索し，その遺伝
子発現と形態の関連性を明らか
にし，臓器としての歯の本質の理
解に迫る。 

〔研 究 内 容〕 

発生は進化の履歴を刻み，脊椎動物の多様な歯のありようは，4 億 5 千万年にわたる進化のた

まものである。また，組織や臓器の再生では進化や発生のプロセスが再現される。進化と発生，

は一貫した基本原理の上に成り立っている現象である。その実行者は細胞，そして，細胞は自

らが創り出した細胞外マトリックスの中でそれを利用し，また逆に，マトリックスから制御や

拘束を受ける。当研究室では，進化及び発生において第一義的な表現型である「形態」に注目

し，これを基盤とする研究を展開している。どのようにして「かたち」が生まれ創り出される

のか，また，その変化は何を意味し，何によって惹起されるのかといった疑問を解くために，

光顕・電顕レベルでの解析や細胞・分子生物学的な手法を駆使して研究を進めている。 
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